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はじめに
•このマニュアルではチャート作成時の細かい説明
とよく使用される４つのチャートの解説をします
•多測定点折線グラフ
•温湿度コンビネーショングラフ
•目標カーブ折れ線グラフ
•平均との差比較グラフ（日別）

•このマニュアルは別マニュアル「OYASAI マニュ
アル チャート作成編」の応用編に当たるのでそち
らを先に読むことをお勧めします



おおまかな流れ

1. チャート作成時の各項目の説明
• テンプレート
• 測定機器
• テンプレート詳細
• 表示詳細
• お知らせメール

2. 多測定点折線グラフ

3. 温湿度コンビネーショングラフ

4. 目標カーブ折れ線グラフ

5. 平均との差比較グラフ（日別）



チャート作成時に注意すること

• 入力する数字は半角

• 日付など入力の際、月や日が 1 桁の場合でも 0 を付けて 2 桁

で表示（例 6月5日の場合「06月01日」と入力）



1. チャート作成時の各項目の説明



テンプレート



• テンプレートでは九種類あるチャートから一つを選択すること
ができます。

• それぞれのチャートの特徴については「チャート作成時の各項
目の説明編」の後に載っています

• ここでは例として多測定点折線グラフを選択しています。



測定機器



測定機器

自動入力の場合 手入力の場合



• 自動入力
• チャートに表示したい端子を選択（基準端子は一つだけ選択）

• 基準端子とは登録されている端子間で比較するときに、比較対象とな
る端子です

• 手入力設定が必要なケースはほとんどないので、基本的には自動入力
を選択することを推奨します

• 手入力
• 手入力の用途は大きく分けて2通りあります。ひとつは目標値を入れて
お知らせメール設定に使う場合。もうひとつは出荷量や在庫量、売上
高など、センサーからのデータ以外を記録保管したい場合です。

• 手入力の場合チャートを作成・保存しただけではチャートが表示され
ません

• チャートを表示させるには、チャートを保存後「パーソナルトップ」
➡「作成したタイトルをクリック」➡「左上のデータ入力をクリッ
ク」➡「各項目を記入後、データ作成をクリック」の手順で行います



テンプレート詳細



• 日時間隔の単位
• 温度や湿度などのデータをどれくらいの間隔でチャートに表示するか
設定することができます

• 生データの前処理
• チャートに表示する温度や湿度などのデータの表示する値を設定しま
す

• 例えば日時間隔を15分に設定し、生データの前処理を平均するを選択
すると、チャートには15分毎の温度・湿度の平均値が表示されます

• 前処理を「平均」にすればノイズデータの影響を薄めることができま
す（ノイズデータとはセンサを麹から抜いた時に急激に温度が下がっ
たりする瞬間的な温度変化）



詳細表示



•表示形式
• 表かグラフ、又は両方を表示することができます

•タイトル
• パーソナルトップのチャート一覧に表示するタイトルを設定でき
ます

•タイトルのフォント
• タイトルと表示時間のフォントとサイズを設定できます

•備考（ダッシュボード用）
• 入力した文がダッシュボードの備考の欄に表示されます



•グラフの開始設定

• 最新を常に表示は、最新の温度・湿度のデータが設定された日時

間隔で更新され表示されます

• 開始日を常に表示は設定した日付が常にチャートに表示されるよ

うになります。過去のチャートを見たい時などにも使えます

• ロット番号は好きな数字を入力するとチャート一覧のロット番号

の項目に表示されますが入力しなくても問題ありません



• プロットの配色
• 四種類の配色と透明度の有無を設定できます



• Y軸 左タイトル（単位）
• 入力したタイトルがチャート左側に表示されます

• X軸 タイトル（単位）
• 入力したタイトルがチャート右下に表示されます



• X軸 デフォルト表示数
• ２～６０の値で設定できます

• 日時間隔が15分で表示数60にした場合、15×60で900分のデータを表
示することができます（日時間隔が一日の場合は1×60で60日分）

表示数が2の場合 表示数が60の場合



• タブタイトル
• チャート左上にタイトルを表示させることができます

• 影
• チャートに影のエフェクトを付けます

• 凡例
• チャート右側にスペースが出来、どの端子が何色かを表示します

• 値の表示
• チャートの中に直接温度や湿度の値を表示することができます



値の表示

タブタイトル 凡例によってできたスペースと端子の表示

影のエフェクト



お知らせメール



• なし
• お知らせメールの設定をなしにします

• 簡易のお知らせメール設定
• その場でお知らせメール設定ができます

• お知らせメールの設定の仕方は「OYASAI マニュアル お知らせメール
設定編」と同じ手順でできます

• 詳細のお知らせメール設定
• あらかじめ設定しておいたお知らせメール設定を選択・登録すること
ができます



2. 多測定点折線グラフ



多測定点折線グラフ

上の例では日時間隔は15分、生データの処理は平均するに設定



多測定点折線グラフ

• 時系列にデータを表示する

• 温度と時間だけが表示されるシンプルな折線グラフなので見や
すい

• 表示できるデータの大きさ（日時間隔の設定別）
• 15分だと最高900分

• 1時間だと最高60時間

• 1日だと最高60日

• 1か月だと最高60か月



3. 温湿度コンビネーショングラフ



温湿度コンビネーショングラフ

上の例では日時間隔は15分、生データの処理は平均するに設定。グラフは7箇所表示と凡例を設定



温湿度コンビネーショングラフ
• 時系列にデータを表示する

• Y軸左の数字は温度、右の数字は湿度を表示

• 棒グラフが温度、折れ線グラフが湿度

• 表示できるデータの大きさ（日時間隔の設定別）
• 15分だと最高900分

• 1時間だと最高60時間

• 1日だと最高60日

• 1か月だと最高60か月



4. 目標カーブ折れ線グラフ



目標カーブ折れ線グラフ

上の例では日時間隔は15分、生データの処理は平均するに設定



目標カーブ折れ線グラフ

• 各ロットの温度経過を比べることができる

• 測定機器設定で選択できる

端子は一つ



目標カーブ折れ線グラフ

上の例だと2017年6月5日12時00分から始まる温度経過を目標値として他の日付の温度経過と比較

• テンプレート詳細では日時
間隔、生データ処理の設定
の他にカーブ目標値とうい
うものを設定する欄があり
ます

• 例えば過去の良い温度経過
が載っている日付をカーブ
目標１に設定し、他の日付
の温度経過と比べることが
できます



目標カーブ折れ線グラフ

• 各ロットの温度経過の比較を
より分かりやすく行うために、
お知らせメール設定を利用す
ることを推奨します

• 例えば右の図では目標値１の
温度から足し引き1以内の温
度は黄色く表示されるように
設定しています



目標カーブ折れ線グラフ

このように目標1と同じような温度経過をしているグラフを簡単に見つけることができます

黄色が多いということは目標と似た形
のグラフということです



5. 平均との差比較グラフ（日別）



平均との差比較グラフ（日別）

上の例では日時間隔は15分、生データの処理は平均するに設定



平均との差比較グラフ（日別）

• 端子の平均とそれぞれの端子との差を比較する棒グラフ

• 「平均との差比較グラフ（端子別）」は端子の数が多い場合に
利用することを推奨します

• 表示できるデータの大きさ（日時間隔の設定別）
• 15分だと最高900分
• 1時間だと最高60時間
• 1日だと最高60日
• 1か月だと最高60か月




